
予備自衛官等制度の概要

区 分 即応予備自衛官 予備自衛官
予備自衛官補

一般公募 技能公募

採 用

対 象

○ 元自衛官
○ 基本特技を保有した一般公募
予備自衛官

○ 元自衛官
○ 予備自衛官補の教育訓練修了者

主として自衛官未経験者

１士、士長 ５０歳未満 １士、士長 ５５歳未満
１８歳以上
３４歳未満

１８歳以上
５３～５５歳未満
（※ 資格、免許

等による。）

３曹、２曹 ５１歳未満 ３曹、２曹 ５６歳未満

１曹～２尉 ５２歳未満 １曹～１尉 ５７歳未満

３佐、２佐 ５８歳未満

１佐 ５９歳未満

応 招
義 務

○ 防衛招集
○ 治安招集
○ 災害等招集
○ 国民保護等招集
○ 訓練招集

○ 防衛招集
○ 災害等招集
○ 国民保護等招集
○ 訓練招集

教育訓練招集

訓 練
招 集

３０日間／年
（２日間～４日間の訓練を複数回／年）

５日間／年
（３日間＋２日間／年、および特別な
招集訓練として合計２０日以内／年）

５０日／３年 １０日／２年

処 遇

○ 訓練招集手当
14,200～10,400円／日

○ 即応予備自衛官手当
16,000円／月

○ 勤続報奨金
120,000円／１任期（３年）

○ 訓練招集手当
8.100円／日

○ 予備自衛官手当
4,000円

教育訓練招集手当
8,800円／日

企 業
給付金

○ 即応予備自衛官雇用企業給付金
42,500円／月

訓練招集以外の招集出頭時
34,000円／日
※ 細部支給要件については地方協力
本部にお問い合わせ下さい。○ 雇用企業協力確保給付金

※ 手当、給付金は課税対象となります。細部は援護課予備自衛官室へお問い合わせ下さい。

令和５年４月１日現在


